
～福島の現状について～
福島訪問報告会

西南学院大学3年 赤岩優帆■



日程 （２月２８日〜３月２日）

1日目 道の駅 なみえ
請戸漁港
富岡駅
とみおかアーカイブミュージアム
双葉駅
ふたばいんふぉ

○
○ 2日目 飯館村

・渡邊とみ子さん
・伊藤延由さん

3日目 東日本大震災・原子力発電伝承館
請戸小学校
福島大学の学生と交流

4日目 中間貯蔵施設



形だけの復興？必要な復興？

・道の駅 なみえ
・双葉駅周辺
・道の駅 までい館

被害の後処理で福島のイメージは？

・請戸漁港

被害を風化させないために

・ふたばいんふぉ
・東日本大震災・原子力被害伝承館
・請戸小学校
・福島大学生徒の交流



道の駅 なみえ

浪江町の復興のシンボルである「道の駅 なみえ」
出歩かなくなった人々が集う場所。
甘酒のソフトクリームに、地域の野菜に、ラッキー公園。
浪江町が元の姿を取り戻しますように。



双葉駅周辺

閑散とした町に綺麗な施設。
メディアで目にする場所だけが整備されており、瓦礫が放置されたままの家も。
何をもって復興と呼ぶのか考えさせられます。



箱物の復興

その支援は本当に必要なのか。
正しいお金の使い方なのか。
本当に必要な人にものに支援は
行き届いているのか。



放射能の処理水

波の音だけが響く請戸漁港。
周りを見渡すと福島第一原発や津波の被害にあった請戸小学校が。
今年の春から夏にかけて処理水をこの海に流し始める。



震災の爪痕

津波が一階の教室を覆ったその時で時が止まっている請戸小学校。
忘れてはならない記憶と記録が詰まった東日本大震災・原子力災害伝承館。
震災前の日常、震災の日、そして日常を取り戻そうと奮闘する人々の思いを
伝えるふたばいんふぉ。



福島大学の学生との交流

避難を余儀なくされた、震災当時。
原発について多方面から考えさせられました。
無責任に賛成していいのか、一概に反対していいのか。
簡単に答えが出ないからこそ、知ること、考えること、
一人一人が意見を持つことが未来を変えるのではない
だろうか。



ご静聴ありがとうございました




